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学年 大間の番号 ね ら も、 小間番号 闘 の ね ら し、




5] o直方体についての理解 @ 
o長方形の縮図についての @ 適当1.[大ききの紙を選択するとと
回 理解
。直角三角形をもとにして (1) ⑬ 
中 回 術成される回転体を判別 0)1 ¥21 ⑬ 
する能力 の2
1 o平行四辺形の性質tζつい











日 についての理解 2 ⑮ 相似宅角形の辺の比についての理解 |
中
o平行四辺形について推論 @ 三角形の合同条件を適用する能力 | 
回 の道筋を見通し根拠とえE 2 @ 三角形の合同や平行線の性質を，通
る る事柄を用いて推論を進 用する能力
める能力
。関形を動かして，その中 @ 回転角についての理解と ，二つの正
回 !L不変の性質がある乙と 万形の重なる部分の面積を求める能力














































































































小学校第5学年 172人，中学校第 1学年 17 8人，第5学年 173人の児童 ・生徒である。
(4)研究日程について
全体計画に基づき，下記の日程?としたがって作業を進めた。
① 研究計画の作成 …・・……'一 -…-一 一 "'-"・H ・....…..4 1 隼 5 月 ~6 月
② 応答調査の実施とまとめ ・……ー…・・-……・…… 一…・ー…6 月~7 月
③ 教科としての研究計輔の作成…・・......……....・....…・・・・…--6 月 ~7 月
@ 分析的問題の作成…一一ー …-…一…………-………- … 7 月 ~ 9 月
⑤ 分析的問題による調査の実施とまとめ一 一………・・・・・…… 9 月 ~ 1 0月
⑤ 付時調杏の実胞とまとめ・ …・ー… …ー……・・…・…ー…・・ -1 1 月 ~ 1 2月




仁詩 A B a b a b 
国_E__[~L 一回 --~_ 図ー f&1_一国一旦- i_~_ _l&l_鼠
回 回 回 回
四回目 N_且 一回一 凪 -昌 一回一 回ー四 国 J9_
回回目 回回目 回回目 回目
第 2表 中学校第 1学年
じ報 A 上3a b a b 




四四回 四回目 四回目 回図囚
_[J_ __且_EJ__OJ__昌 一 函ー ーー 卜同固回 一一回回一一』ι-凪凪函凪一 ー囚-凪 __ M_I 
回 回 回一 一一一一一一一一一一.
回目 回目 ト回 8 回目
回目 回図 E 回 回目
第 3~長 中学校第五学年
;守護 A B a b a b 
回目 回目 回目
|回困 目一ー一一一一一ー 一一一一ー 一一一一一一一一一一一一
回回 回一一一一一 一ー一一一一一 一一一一一一ー 一一一一ー
回目回目 回目回目 回回 目回 回目回 目
D。回 回目 函回 四回
回 囚 ~ 囚一一一一一一一一一一一一 ー一一一一一一 一一一一一一一一一一一一ー
回目固 回目白 回目函 回目図
回目 回目 回目 回目
一ー ーー 一一一一一一一ー 一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一 一ー一一ー
回目困 回目回 回目図 四回目
ぐ実施計画表の説明〉
ア 表の中の囚 ，回.図 ，固などの記号は，分析的問題の析を示している。
イ テスト問題の配列]1頂は，次のよう lζなっている。





例小学校第5学年・・両校と もa学駒山 l函， b学級lζは函の間雌がはいっている。
中学校第 3特 一両校とい学級』とは囚， b学級』とは図の問題がはいっている。
学 年 | 小学校第5学年 | 中学校第 5学年 |②同群の有意差検定 (t検定)
1. 07 3 2.5 7 6!~。糸
・小5 5 %の危険率で有意差は
認められ位い。
・中 3 1 %の危険事で差が有意
でゐり ，b群がすぐれている。
















(1 )ょう子さんは，C の図のように ・イカウの角⑧
(V-可印をつけたとζろ)が，ちょうど 100度にな


























4 台形(工， 2， 3のどれにもめてはまらないもの )
1 3 (2)の答え
③応答状況















はないかと考えられる。また， 8 0。を除いた誤答の子どもは，その多くが2直角が 18 0<).であることす
。調査結果 誤答側
2…3 5人 5…36人
4… 3 4人 その他… 2人
o 考察
正答率はかなり低い。乙れは，平面図形の概念が不明確なためでは伝いだろうか。特に長万形の紙を





少々程度が高い慌固であり， 一万子ど色の側においてを，ζの問題を解くためK必要な2直角が 18 00 
である乙とや，正方形・長方形などの理解にはじまる平面図形の概念など，基本的事項の理解不じゅう

































イ カウの角 ( ~、印をつけたと乙ろが， 9 0度
になるように折ってみました。それから .かs























































































との問題は，予想したとおりの高い正答率でゐった。回 (2) と囚 (2)の正誤の比の差の検定
(臨界比法)でも， 1 %の危険率で有意でめることが認められたので，乙の極の問題では. (1)の場
合よりをきらtζ分解図で示した回 (2)が効果的であるといえるようでM 。
0 分析的問題凶， [!;1 .回，図 κついて
-12-
- 調査結果 r.~ 題 正 答 率 rd': 題 正 空回主 率
① 回
① 68.6芳子叩
囚 ゆ 6 7. 4完 全開正Ifj平 t⑤ 6 6.3% I 5 4.7完
@ 6 7.4% I 5呪9% 宮、.-
@ 64.5完 回 イ、ノコ .:1 4.8% 全開正解
① ⑦ 5 1.2 % I 1 8.6完回 @ 4 8.3芦 42.4完 (ヌ3 4 0.7% 
考察
分析的問問習は，応答調査Kめらわれた訟答で，3 o~ 4 5~ 5 o~. 公どと答えた子どをは，2 













ついて400と正しく答えた子どをはわずか1C2人で，残りの 15人は相変わらず 8OOe答えた。 (2)IC 
ついては，1と正しく答えた子どをは 4人で，残りは， 2. 3， 4などと答えていた。仰と図の問題
を解かせてみたと乙ろ，囚 (1)で8d'と答えた子どものうち，回 (1)て'40。と正しく答えた子ども
は，わずかに 1人でゐった。やはり ，8 0
0
，と答えた者が最も多く， 1 0 O~ 9 O~ 7 O~ 5 0むどいろ






いないのである。固 仰 とついては，分解図によって，5'[;1(正しく答えられなかった 13人中 11人
までは正しく答える ζ とができた。さいひと.図 (1)でい良正しく答えられなかった子どをに対
して，長方形の紙を指示されたとおりに折って，必要な箇所ICEOをつけて聞くという操作を実際に示し
てやると，漸く 40屯でめるというと とが理解されたようでゐる。参考ーのために中学校第 1学年の生徒19
人，中学校第3学年の生徒6人;"Cついてを面接調査の際乙の問題を試ゐてゐたが，中学校第 1学年の場






事項である 2直角が 18 0
0
-でゐることや，平面図形の概念が明確に伝っていない平どもがかなり多く存





















5己 5口 6口 回の答え
7 6 
口口口 I@ 






o 調査結果 | 淵資人数
170人
o a災答仇 f ( 1. 2， 3. 4 )， (1， 2， d， 2) '.!ど……・… 45人
↑(5.6，7，8)伝ど5以上の数を用い川の 2 0人


















































7 7 d 
ウ
5口 5口 6コ
7 も 7 
エ 5口 5口 6己
























かとの考えから，同じ内容の問題を表現を変えてb群K出題したものである。 正答率は a群よりも高く ，
固と困の正誤の比の差の検定 (XZ 検定)でも ， ゅの危険率で有意でゐる乙とが認められたので，


















5 5. 2 
b 哲学 全学年
4 2.4% 4 5. 9完
18.8 2 2.7 V の盤解に
1 6. 5 1 9.8 は差がない
2 0.0 3 0.2 といえる。







して調査した結果，図 Kついては成績上位の中学校第昨年の生徒で も， 題意をつかむのに峨峨
子であ り，成絹下位の中学校第 1学年の生徒では問題の意味そ図解するととが困難で，答えるζとがで


















ア たて 15 cm. 
イ fこて 2Ocm， 
つ たて 20 crn， 
















答数 無 答 数 正 空E宮、 率
179人 1 1 2人 6 5人 2人 62.6% 
。考 察
小学校第 5 学年の~JIIきの調蒼問題K くらべると . IE答率か著 し く布くなっているが， ζれは，中学校
第 1学年の図形の問題が全部選択法になっている乙とが大いに影絡しているものと思われる。したがっ















固たて 2Ocm.機 30閣の長方形の紙があります。 ζの紙の縮図をすの縮尺でかくことにしま
した。 fこて，横それぞれいくらの長方形をつくる乙とlとなりますか。




















調査結果 間 題 正
囚 8 O. 1劣 (式
回 6虫 1努 (式








7 3.0% ) 
6 5目 7% ) 
!回， 国共』ζ正答で，困誤答の者 2 4人
容表〈ー，ー -
， ー i凶.凶 jJ，に正答で， 司誤答の者....・H ・.1 7人
o 考察
以上の調脊の結呆から，数学の成紡が中位以下の牛後の中には，縮尺の;烹味のわから t.(い者や，簡単







以上の諸調資の結柴から，縮図。ζ関する基礎的な知識 ・理解 ・技能の指導はもとよりたいせつなζ と








I納として，両角三角形符を回転させる乙とはしました。 ζれについて， (1). (2)の問L、に答え
むさL、。
1 2 5 " 
@ @ /与へ /¢つ//て|~ぺ






























(ユ)上の‘@のような立体ができるのは， 1， 2， 3， 4のうちのどの場合ですが。 if‘しいものをえ
らんで，その番号を答えの仁コの中崎きなさい。 困 (1)の答え | | 
(2)上の号のよう仕立体ができるのは， 1，2，3，4.のうちのどの場合ですか。正しいものをえ
-22-
らんで，その柄を答えの亡コの中』ζ書きなさい。 回 ω)の答え| | 
(3)上のゆのような立体ができるのは 1，2， 3， 4-のうらのどの場合ですか。正しいものをえ








① 92.1 % 
ω 9 6.1匁
@ 9 2. 7完
⑨ 8 93% 
⑧ 固 と困の正誤の比の差の有意差検定(臨

























































































回 (1)の答え| | 
(2) A B上の点Eが移る点をFとすると ，EOと
FOの長さはどうなっていますか。
回 (2)の答え | | 
Q 

















四 … ぇI I I 
乱 調査間短目の分析的関魁による調査結果の考察
。分析的問題固について





応答調蒼の場合と同様に正答絡は高いが，正答で も理由の説明が全然ない生徒が中学校第 1学年で 20
人，中学校第3学年で 27人もめり，盟自の説明の大部分が， I点オは対角線の交点で平行四辺形の中
心だから」といったような断片的t.，c~ のでめった。 ζれ らの点か ら考えて ， 平行四辺形の性質をよく理
解 していて解答したとは思われないのでめる。なお念のために，平行四辺形花関する桂木的な問題目 ，
回 ，図の解答状況はって.以下検討を加えてみたいと思う。
0 分析的問題目 ，回，図 Kついて
議査結果
間 題 正 ~完2ご 主幹
回 5呪.6% ⑧ 
① 6 5. 7 % 調査人数 178人
~ tさ』 4 7.2% 
@ 61.2完
① 1 9.7 うも

















直であるかどうかを調べる乙とKしました。次の 1，2， 3， 4.のうちで，どの方法がいちばん正










誤 答 倒調査結果 日 E
17守人 1..35入手・.38人 4・'34人
o 考察
























回右の直方体の図を見て， Fの (1) 勿)の問
いに答えなさい。
(か ⑨の曲K~ifl:位面を一つ書きなさい。




























調査結呆 間 題 正 答 率
回 61.2% ⑧ 


















にも ζの点、を確かめようとしたが.くわしく調べる ζとはできなかった。乙れらのζ とから選択法?とよ
































5 2~ - - 5人 76~-- 7人
この間聞は中学校第 1学年の内容であるためか，第 5学年の調査問題の中では正答率の高い万である



















































































調査結果 小間 調査人数 正答数 誤答数 無答数 正答務 式の正答状況
1 173人 137人 3D人 6人 79.2% 
62.4 % (同位角を利 |
用した者48.6%) 
105人 60.7% 63.0完(外角利用
2 173人 50人 1 8人







でめる。囚 1と囚 1との正誤の比の差の検定(臨界比法)では， 5初危険率で有躍が認められ，












調査開通囚の 1および分析的問陸回 1について，正しく答えられなかった生徒の中で 8 rJ t~え
た生徒が大部分でめった乙とから判断して.ζれらの生徒は平行線における錯角の意味がよ く理解され
ておらず，LPQFとLAPCが錯角で等しいとまちがって記憶しているのではないかと推察されたの




















右の図で，ABI/ PQ， BQ=6cm 









































ア 五♀ ィ ム♀ ゥ ム♀ ェ主♀
Q B -， A Q " Q C - B C 
BC ._'" ③下奇に等しいものは，どれですか。























































































調査結果 大関 小間 正答率 式 慌 考
E 在1 8 3. 2完 線分比
@ 6 3回日完 相似比
QJ 6 4.2 うも 54.9男 相似比86人線分比9人
回 6 4.2完
③ 6 4. 7完 6 1. 3 % 相似比利用
ア (x) 4 8.0% 4 3. 4完 11 
四 げ} 5 1.4完 4守:7 % 11 





いζ とがわかった。また固 ②⑨ は，図形の向きをかえれはよって，図 1，2の場合と 解答
にどのような差が生じるか4をみるための問題であったが，表のとおり正答率化はそれ程差がt，Iかった。
正誤の比の差の検定(臨界比法〕では.図 工 と困 1 との関係のみ 1% (J)危険率で有意差が認めら
れたが，回 2と困 2，図 工と固 1，困 zと固 2 のそれぞれの関係Kついては，何れれ初





































」ー 一ー一一一一一一一一ー ーー ー一一一一ー ーー ーー 一一ー ーー 一ー一一一一一一一一ー ーー 一一一一一一 一一ー 一一一l
上の〔問題〕を証明するKは，仮定から AD//BCはいえるので，ゐと AB// DCをいえばよい。






イ AB=CD，BC=DA， L B=LD I 





キ BC=DA >- がわかる。
ク LBAC= LDCA J ζのことから，
[サ 平行四辺形の… 角 一 1 
シ 平行四辺形の向かい合っている辺は，それぞれ等しい | 











しかし， ζれは問題が選択法をとっていることがかはり影響している ζ とを考慮する必要がゐり，さら
に，誤答者の 82人について，その解答を調査したと ζろによれば，誤答例lと示したように，いずれも
未知の事項を既知の事項として使用しているところに注目する必要がめると思う。































! 〔問題〕 三角形ABCの辺ABの中点をM，辺ACの中点を β 
l Nとすれば，直線MNは，辺BC叫行になり，その長さは ¥ 
叫丘一一-¥Nl BCの半分になる。 r r
B/ C ; 
① 乙の問題を，i1iJたえられている条件(わかっている ζ とがら )の部分と，結論(証明すべ





























































@仁二コ LB=LE，LC= F. c=fのとき，ニつの三角形は合同で針。














B Jノ アC、 J
、 一 /













ζのζ とから， (3) 













































6 分析的問題回 ，回 ，図， 固 について
調査結果(正答率)
-41-
間 題 a 語学
① 8 0.2 % 
t豆』 8 4. 9 
回 ③ 9 0.7 
@ 9 0.7 
③ 7 4..4 
① 55.8 
回
t⑤ 4 0.7 
① 3 9.5 
③ 3 4. 9 
① 8 1.4 
¥?) 7吹 1
@ 67.4 
四 @ 7 7.9 
⑤ 8 1.4 
@ 7 2. 1 
① 6 1.6 
⑨ 3 3.7 
ト一一一
① 6 7. 4 
~ 寸 〔豆p 66.3 
@ 3 8. 4 
(事 3 6. 0 
考察
b 群 全学年
8 2.8莞 8 1.5 % 
8 6. 2 8 5. 5 
も守.7 9 O. 2 
89.7 9 0.2 
7 2. 4 7 3.4 
4 6.0 5 O. 9 
3 5. 6 3 8.2 
3担4 3 9.3 
2阜? 32.4 
86.2 83.8 
8 5. 1 8 2.1 
7 5.9 7 1.7 
8 5. 1 8 1.5 
88.5 8 5. 0 
7 4. 7 7 3. 4 
5 '8.6 6 O. 1 
3 5.6 3 4. 7 
7 0.1 6 8. 8 
グ O.1 6 8. 2 







































正答数(人) 5 4 3 1 
正答率(劣)16 2.8 3 6. J 
考察
全
2 5 2 1 







1 3 1 0 ヲ 8 




































第 1図 第2図 第五図
S 





1 mの (1)， (2)， (3)の聞いの答えを，解答用紙に書け。
























































いま， 次の第 1図のように重なった位置から，頂点Pを中心として正方形PQRSを，第 2
凶，第3図のように回転させます。 ζのとき ，辺PSとCDの交点i'E，辺PQとBCの交点
.>lFとします。



















(ア') CEは何センチメートルでゐるか。 図 (2) (ア)の答え| cml 
(イ) C Fは何センチメー トJレて・ゐるか。まだなぜそのよう lとなるか。理由も説明しなさい。
??
」 図 (2) 付)の答えl cml 
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(ウ) 四角形PFCE(二つの正方形の重なっている部分)の面積は何平方センチメ ー トル
であるか。式と答えを亡三ゴの中K書き入れなさい。
ド lQ](2) (') O)~Æ 1CA ]




























調査結果 間 正答数 正答率 備 考
(1) 1 3 1人 7 5. 7完 式 ..…・・7 2.2% ⑧ 
ア 140人 8 0.9泥 調査人数
(2) イ 142人 82.1莞 理由一… 20.8完 1 7 3人
ウ 1 1 0人 6 3. 6 % 式………52. 6完
C E 1 5 1人 8 7.3完
(3) C F 149人 8 6.1完






形になっている場合でめる。小間 (2)のスイ，小間 (3)のCE，C Fのように，辺の長さを確認した上
で面積を求めた結果が， (2)のウおよび (3)の面積でめる。三角形の場合と くらべるとわずかに正答率
が下h てはいるが，前聞の函の結果と比較するとずいぶん正答率が高ばっている乙とがわかるの






問題 正答数 正答率 備 考 {違
回 1 2 1人 6守.9% 面積の不変性 調査人数
回 4 4人 25.4 % 回転角，c等しくなる理由 1 7 3人
























































b 誠査筒量思を解決するために必要な基礎的知識・ 理解 ・技能
ァ 小学校第5学年の場合
調査問題回の分析的問題叫る調査結果からいえることは，角についての意味がよく理解さ
れていない者がかなり いる乙とや.2直角が 18 OQでめる ζ とを理解していない者が相当数いる
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